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要 旨 
目的:  
中心市街地にある救急センターは飲酒、薬物乱用、および物質使用障害のスクリーニン

グの機会となり、このような問題に対する治療を必要とする個人間の結びつきを促進する。

今までは大部分が飲酒問題のみに焦点を当てていたが、物質使用/物質使用障害についてそ

の特徴を調査する 
方法:  

14557 人(男性 45%、アフリカ系アメリカ人 54%)を対象に、特性、健康状態、および物

質使用障害を評価した 
結果: 
外傷患者は有意に喫煙、飲酒、マリファナ、および飲酒使用障害の割合が高かったが、

主訴は他の薬物使用/診断と関連はなかった。対象者の割合は、軽度物質使用障害者(65.9%)、
重度飲酒者(24.3%)、マリファナ使用者(3.5%)、コカイン(2.9%)、および多種薬物使用者

(3.3%)であった。軽度使用者と比較して、他の物質使用者では、若年で、男性が多く、医療

保険未加入であり、精神機能が低下しており、喫煙率が高く、また物質使用に対する治療

歴の割合が高かった。アフリカ系アメリカ人はマリファナ、コカイン使用者に含まれる割

合が高く、労働者は重度飲酒者に多くみられた。軽度使用者と比較して、飲酒者、マリフ

ァナ使用者でより身体的健康状態がよく、飲酒者では外傷が多く、一方多種薬物使用者で

は医療的不満を訴える割合が高かった。 
結論:  
救急センターでのスクリーニング、調査は、飲酒、不法薬物使用、抗精神薬使用が共存

していることに焦点をあてる必要がある。 

 




